
 

 

 

 

（仮称）川下・柏木地区における新しい集会施設に関する意見交換会 
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【経緯説明】 

 

 「川下コミュニティセンター」及び「柏木コミュニティセンター」の二施設については、

平成 30 年 9 月 6 日に発生した胆振東部地震の平成 30 年 9 月 6 日の胆振東部地震の影響で

利用を休止、その後の調査結果も踏まえ廃止方針を決定し、新しい集会施設の配置に向けた

検討を進めることとした。 

検討に当たっては、市公共施設総合管理計画の考え方を踏まえ、二施設を一つに集約する

ことを基本方針に、川下・柏木地区の住民と意見交換を重ねてきた。 

当初は、地域内の市有地から建設適地を検討したが、両地区にとって利便性の高い市街地

のほとんどのエリアが、津波、洪水、土砂災害の危険性が高い区域であったため、民有地も

含め建設適地を再検討、地域と更に意見交換を重ねた。 

最終的には、新たな統合集会施設を建設することと合わせて、それぞれの地域に「普段使

いのコミュニティ拠点」を配置する方向で検討を進め、その結果として「新しい集会施設の

建設地を『旧浜益スキー場敷地』とすること」「普段使いのコミュニティ拠点については、

川下地区は『ＪＡ北いしかり事務所 2 階』と『はまます保育園』、柏木地区は『カフェ・ク

ローバー（旧野村商店）』とすること」の 2 点を基本的な方向性とした。 

この方向性について、令和 2 年 7 月 13 日に開催した地域説明会において、出席した両地

域の住民から了承をいただいた。 

集会施設については、地域説明会でのご意見を踏まえ、集会室の面積を広げるとともに、

消防団詰所部分を災害時の避難室として位置付けるなど、防災機能をより充実させる。 

普段使いのコミュニティ拠点のうち「カフェ・クローバー（旧野村商店）」については、

トイレ・水回りなど必要な改修を施した後、家主と協定書を締結する予定。利用開始は令和

2 年 12 月ごろを見込む。 

ほか 2 カ所についても、調整がつき次第利用協定を締結し、運用する予定。 
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【意見交換】 

 ※類似した意見、質問については集約しています。 

項目 意見及び質問の主旨 回答の要旨 

新しい集会

施設の建設

について 

〇新しい集会施設の計画は、みんな距離

の関係で了承していない。ＪＡの会議

室や保育園は時間に縛りがあるので、

フルで使える施設が欲しい。一つの提

案として、川下・柏木の統合集会所か

ら「川下」を外してほしい。無理に統

合しようとするからうまくいかない。 

〇柏木地区には指定避難所の建物がな

く、避難所を兼ねた集会所を建設して

ほしいので、市の計画に賛成する。 

〇7 月の地域説明会で説明された計画

は、川下自治会としては承認していな

い。8 月の自治会役員との意見交換会

においても川下地区への集会施設を要

望した。 

〇消防分団は詰所がなく車庫だけの状

態。集まって活動できないため、早急

に建物を作ってほしい。 

〇この計画がだめになるということは、

分団詰所もだめになるという事。この

計画に反対する人は、分団にも影響が

あることを考えてほしい。 

〇川下にも集会施設が欲しいという気持

ちはあるが、現状を踏まえ、消防団詰

所や、施設の解体も含めた計画として、

何とかなるのはこの方法しかない。こ

の場所に建ててもらわないことには、

消防も困るし、跡地もきれいにならな

い。地域のために、どれを捨てて、ど

れを得るのが、みんなにとってのベス

トかを考えると、川下に集会所がなく

ても、この計画が白紙になるよりはよ

い。 

 新しい集会施設の計画につき

ましては、川下・柏木コミセン

が利用休止になってから 2 年

間、自治会長や役員の皆さま、

地域の皆さまと話し合い、検討

を重ねてきました。 

計画の検討当初から、二つの

施設を一つに集約するという方

針は、前市長・現市長から、市の

方針として皆様にご説明してお

ります。 

また、自然災害の危険区域に

新しい公共施設は建てないとい

う方針も示しております。 

この方針のもと、「川下・柏木

地区の統合集会施設」と「川下・

柏木・実田消防分団詰所」を統合

した施設を、旧浜益スキー場敷

地に建設することについて、7 月

13 日の地域説明会で、皆さまか

らご了承をいただいたと認識し

ており、この方向性を本日改め

てご了承いただいた上で、計画

を前に進めていきたいと考えて

おります。 
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〇こんなところに建ててもらっても、川

下の人は誰も用がない。 

〇地域の意見がまとまらないと、施設は

建たない。この計画が白紙になると、

10 年たっても何もない状態が続くと

思う。そうなると「この地域に施設は

不要」と思われるのでは。市は 2 カ所

建てないと言っているので、これを要

求するとなると、何年かかる話になる

のか心配。 

〇自分はこの計画に反対ではない。大き

な建物があって、そこにいけば安心と

いうのはありがたい。この計画は進め

てもらい、加えて川下の住民もちょっ

としたときに集まれる場所を作っても

らう形を願っている。 

〇計画に反対はしないが、新しい集会施

設には行かない。 

〇川下の要望は別にして、新しい集会施

設の建設と古い施設の解体を一体的に

行う計画を進めるかどうかを考えるべ

き。 

〇この計画は「川下・柏木」という名目

ではなく、川下は別に考えればよい。

そういう意味では、川下の人がこの計

画に全て反対というわけではない。 

〇みんなでせっかく話し合って決めたも

のを、ある一部分の人によって壊され

てしまったら、誰が責任を取るのか。 

〇はじめはこの計画に反対だったが、話

を聞けば、だんだんそうではないと思

ってきた。 

〇この計画が、国からお金が出る事や、

古い施設の解体が一緒になっているこ

とを今初めて知った。 
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川下地区へ

の集会施設

設置希望に

ついて 

〇川下地区に集会所を作ってほしい。 

〇川下地区の中央部に集会施設を作って

ほしい。小さくてもいい。お金のこと

は市役所が考えること。 

〇川下に施設を要望しているのは一部の

人。浜益全体、市全体として考えるべ

き問題。 

〇年数回でも川下地区で集まりたい。わ

ざわざスキー場まで行くことは考えら

れない。保育園で厨房は使えないし、

アルコールも飲めない。今までの楽し

みを奪うのか。 

〇川下地区で、今回の計画に加え、大丈

夫なところに建物をプラスしてもらう

方向で署名活動を実施した。150 名の

方から「反対ではないが、川下にも作

ってほしい」との意見があった。 

〇新しい集会施設に反対ではないが、川

下地区内の安全な場所にも公共施設を

作ってほしい。 

集会施設を 2 カ所に建設する

計画はありません。 

会議等の集会で活用できるよ

う「はまます保育園」「ＪＡ北い

しかり浜益出張所会議室」「カフ

ェ・クローバー」を身近なコミュ

ニティ拠点として用意します。 

  

〇川下神社裏の高台に集会所を作ってほ

しい。市は調査していないのか。 

 

 川下神社裏の高台は、地権者

が複数いて権利関係が複雑であ

るほか、山の上なので大規模な

造成工事、取付道路設置工事、湧

水対策などが必要となります。 

 また、国の史跡である「荘内藩

ハママシケ陣屋跡」に隣接して

おり、造成の調整にも課題があ

ります。 

 これらの点から、コストと時

間を莫大に要することとなるた

め、集会施設の建設地としては

不適と判断しました。 
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〇旧浜益中学校に公共施設は建てられな

いのか。 

 旧浜益中学校敷地は、一部が

土砂災害警戒区域になってお

り、公共施設の建設地としては

不適と判断しました。 

〇川下地区には、集会施設の適地はない

のか。ここではない別の土地があれば

考える余地があるのか。 

〇これまでの検討に見落としがあるかも

しれないので、もう一度検討してもら

えないか。 

 建設適地は、2 年間にわたり、

自治会の皆さまとも話し合いな

がら検討し、絞り込んできまし

た。 

川下地区には、建設適地がほ

とんどないため、最終的な建設

地を旧浜益スキー場敷地とした

ものです。 

川下地区の

避難場所に

ついて 

〇川下地区住民は、新しい集会施設まで

遠いので避難できない。花川なら行く

ところがあるのだろうが、私たちはど

こにも行くところがない。 

〇川下地区の人は、新しい集会所まで避

難するのに、橋を渡らなければならな

い。 

〇新しい施設があって消防団の人がいる

のは結構だが、そこにたどり着けない

人がいることをもう一度考えてほし

い。 

 川下地区は、旧浜益中学校が

指定避難所になっていますが、

緊急時には「はまます保育園」を

避難所として活用できるように

したいと考えております。  

従って、防災備蓄品は、保育園

にも配備します。 

新しい施設は、避難所の役割

も果たすものと考えています

が、両地区全ての方を収容する

ことはできませんので「いかに

多くの避難場所を確保するか」

という視点を持ちながら、地域

の皆さまと工夫して取り組む必

要があると考えています。 

〇災害があった場合に送迎バスは出るの

か。 

 災害時に送迎バスを手配する

お約束はできません。 

〇はまます保育園を避難所に指定する予

定はあるか。 

 担当部局と調整しています。 

普段使いの

コミュニテ

ィ拠点につ

いて 

〇はまます保育園はいつからコミュニテ

ィ拠点として使えるか。 

保育室に鍵をかけるなどの作

業は発生しますが、基本的には

利用協定を締結すれば、すぐに

使えます。 

また、柏木の「カフェ・クロー
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バー」は、川下地区の方にも積極

的に使っていただきたいと考え

ております。 

その他 〇住民に対する説明がなく、私たちに話

が届いていない。 

 2 年間にわたり、意見交換会や

地域説明会を実施する中で、市

の基本方針については可能な限

りお伝えし、本計画については 7

月 13 日に地域説明会を行って

おりますが、うまく伝わってい

ない方がおられることについて

お詫びいたします。 

〇以前、保育園を新しくするという話を

聞いたがどうなっているのか。保育園

を新しくする際に、集会施設を加えた

統合施設にしてはどうか。 

 保育園の園舎については、改

修を含め検討中と聞いておりま

す。保育園をどうするかが決ま

っていないので、今の時点では

お答えできかねます。 

〇冬の災害の時はどこに避難すればよい

のか。 

 冬は外に出ること自体がリス

クになるので、基本的に外出せ

ず、家の中で安全を確保してい

ただくようお願いしています。 

〇東日本大震災の津波でも鉄筋で頑丈な

建物は流されていなかった。危険区域

でも頑丈な建物を建てればよいのでは

ないか。 

災害には様々なケースがあり

ますが、いかに対応するかにつ

いては、皆さまと協力して、施設

以外の要素も含めて検討してい

くべきものと考えています。 

〇古い施設を解体するための費用はどこ

から出るのか。 

施設の統合・集約を進めるこ

とに対して、国から交付税が戻

ってくる借金（起債）の制度を活

用する予定です。 

〇川下コミセンはいつ解体されるのか。 本計画に沿って施設を建てる

という方向性を皆さまが見出し

ていただければ、新しい集会施

設の建設と同時進行で解体する

ことを想定しています。 

〇コミセン敷地内の防災備品庫に収納し

てある資機材はどうなるのか。 

施設解体後、必要な場所に移

設されると考えています。 
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